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　こちらは、Ａ社長です。
　Ａ社長は、若い頃から料理を作って誰かに喜んでもらうことが好きでした。
　その料理の腕を活かし、Ａ社長は、若いころ、地元地域で、一人で、お弁当屋さんを開業しました。

　それから地道に４０年、自分のお弁当屋さんでお弁当を作り続けました。
　その結果、現在では、地元地域で５店舗のお弁当屋さんを運営するとともに、地元地域の中小企業のお昼のお弁当配達や、イベント・行事での仕出し弁当の提供など、幅広く事業を展開していました。
　従業員さんも１５名となり、一人で始めたお弁当屋さんが、４０年の歳月を経て規模が大きくなっていました。

　他方、こちらは、Ｂ君です。Ｂ君は、長年、Ａ社長と一緒にお弁当を作っている社員さんです。
　Ｂ君は、Ａ社長の、お弁当の味を徹底的に追及して妥協しない姿勢を尊敬するとともに、いつも従業員に優しいねぎらいの言葉をかけてくれる社長のことが大好きでした。
　
『社長、おはようございます。今日もよろしくお願いします』
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『おお、Ｂ君、おはよう。今日もよろしくね。Ｂ君さ、Ｂ君の担当先の○○商事の社長さんがさ、いつもお昼にお弁当を届けてくれるＢ君の元気な挨拶と笑顔が社員を明るくしてくれるってすごい喜んでたよ。君のその明るさは、宝物だよ』


『社長、ありがとうございます。そう言ってもらえると、すごい嬉しいです』
　
　このように、Ｂ君は毎日、明るく元気に働いており、お客さんに感謝してもらえるこの仕事にやりがいを感じていました。

　そんなある日のことです。
　このＡ社長、実は、悩んでいることがありました。
　
『うーん、気が付けばお弁当屋さん一筋４０年、ひたすら働いてきたなぁ。
　最初は、全然お弁当が売れなくて、お客さんも少なくて大変だった。家族にも、辛い思いを沢山させてしまった。
　それから、４０年経って、ありがたいことに、お店に来てくれるお客さんも増えて、毎日のランチのお弁当を注文してくれる企業さんもすごい増えた。あと、毎年の季節イベント、季節行事のたびに沢山の仕出し弁当注文してくださる企業さんもたくさん増えて、本当にありがたい』
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『でも、先週、田舎にいる妹から連絡があって、実は、父さんと母さんがもうかなり体調が悪いらしいんだよな。妹は私が仕事で大変だってわかっているから、私に心配かけないようにと思って、今までずっと内緒にしていたらしいけど、今度は逆に、介護し続けていた妹がダウンしてしまったんだ。妹にはかなり負担をかけてしまって申し訳なかったなぁ。
　こうなってくると、いよいよ、私自身が田舎に帰らないといけないし、もうここまできたら、実の両親と一緒に暮らせる時間を、残りの時間を大切にしたいよな。
　でも、いま私がいなくなったら、うちの会社、どうなってしまうんだろうか。毎日忙しくて、そんなこと考えた事が無かったから、なにも対策なんてして来なかったんだよな。
　おっと、もうこんな時間だ。考え事している場合じゃなかった。急いで、いつもの企業さんに、お昼のお弁当５０食、納品しに行かなきゃ。うわー、急がないと』

　そんなある日のことです。

　Ａ社長に電話がかかってきました。

『プルルルルル』
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『お、電話だ。はい、もしもし、え、ええっ！わ、わ、わかったよ。急いで、飛行機でそっちに向かうから、なんとか、がんばってくれ』

　なんと、Ａ社長の実家にいる妹さんから、Ａ社長のお父さんの体調が急激に悪化したという連絡がありました。しかも、妹さんもお母さんも同時に体調が悪く困っているという連絡でした。そのため、Ａ社長は大慌てで飛行機に乗ってふるさとの実家に戻りました。

　こうして、ある日突然、Ａ社長は遠い故郷の実家に行ってしまい、会社で働けなくなってしまいました。
　そのため、Ａ社長の会社は大混乱に陥ってしまいました。多くのお客さんに迷惑をかけてしまいました。
　残念ながら、Ａ社長の会社には、Ａ社長の代わりができる人財はおらず、社員さん一人ひとりは、自分の業務のことしかわからず、Ａ社長がどんな業務を担っていたのか、その全体を知る人はいませんでした。

　その日の夜のことです。Ａ社長は、Ｂ君に電話をかけました。
　
『もしもし、Ｂ君、今日は、本当に申し訳なかったね。うちの実家の父が急遽、体調を崩してしまってね。申し訳ない。まだしばらく帰れないんだ』
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『そうだったのですね、社長、こんなときですから、仕事は僕らにまかせて、お父様と一緒にいてあげてください』

『Ｂ君、ありがとう。君には本当に助けられているよ。ありがとうね。
　ところで、Ｂ君、私は考えたんだけどね、うちは父も母も高齢だし、妹も体調が悪くてね、私しか、面倒を見れる人がいないんだ。今まで４０年間働き続けてきたけれど、今は、この地元で家族のために残された時間を使いたいと思っているんだ。
　だから、申し訳ないけれども、少し時間はかかると思うけど、会社は廃業しようと思うんだ。長年助けてくれたＢ君には少しでも早く伝えて、これからのＢ君の再スタートを少しでも早くしてあげるべきだと思ったので、まず最初にＢ君に伝えようと思ったんだ』

『え！ええっ！！そんな、僕、まだまだこの仕事続けたいです。
　だったら、僕らにやらせてもらえませんか？きっと、僕のほかにも、この仕事を続けたいっていう社員がいますから、みんなで力を合わせればなんとかなると思うんです』

『うーん、私としては、誰かが会社を継いでくれたらとても嬉しいけれども、実は、みんなに伝えていない業務って、いっぱいあって、その数が多すぎて、とてもではないけれども、全てを引き継ぐのは難しいと思うんだよ。現実的ではないと思うんだ』
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『社長、そこをなんとか、どうか、やらせてください。みんなで力を合わせればなんとかなると思うんです』




『うーん、わかったよ。私も、会社をツブして、お弁当屋さんがなくなってしまうのは悲しいから、だれかが引き継いでくれたらそれはとても嬉しいよ。
　ただ、予め言っておくけど、会社経営って、ものすごくやることが多くて、相当大変な道になると思う。会社経営ほど大変なことをみんなにやってもらうのは申し訳ないくらい大変だと思うんだ。だから、しばらくやってみて、本当にできるかどうか判断する時間を設定しようと思うよ』

『わかりました。それで結構です。明日から、みんなで力を合わせてがんばります』

　こうして、Ｂ君は、従業員の緊急会議を開いて、なんとか、みんなで力を合わせて、会社を引き継いでいくことを相談しました。
　そうすると、１５人いた従業員のうち、２人は転職する意向を示したものの、残りの１３人は、力を合わせてやっていこうと言って、今後について話し合いをすることになりました。

『みんな、これから、社長に代わって、この会社を引き継いでいくためには、全員が全員、明日から社長みたいになって、動いていく必要があると思うんだけど、まず、なにから始めたら良いと思う？
　みんなの意見を聴かせてほしいんだ』
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　さて、ここで、クイズです。
　もし、あなたがこの会議に参加していたら、どんな発言をしますか？

　（シンキングタイム）

　それでは、物語を再開します


『はい、私からよろしいでしょうか？まずは、毎日の業務をしっかりとこなす必要があると思います。
　今は、急に社長がいなくなって大混乱していますので、取り急ぎ、目の前の、毎日の業務をしっかりこなすのが最優先だと思います』

『そこで、店舗運営チーム、お昼のお弁当配達チーム、仕出し弁当チームに分かれて、
　注文ミス、納品ミスがないようにする必要があると思います』




『なるほど、そうだね、よし、そうしよう。
　あー、今になって考えてみると、割り振りとか、その日の業務内容とか、いろいろと細かいことは全部社長が一人でやってくれていたので、私たちは、社長に言われた通り動くだけでよかったんだなって、今、気づいたよ。
さて、ほかに意見はありますか？』
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『僕からも良いでしょうか？
　今のご意見に関連して、今後も引き続き、地元企業さまからお昼のお弁当やイベントの仕出し弁当の受注をもらえるようにする必要があります』


『お得意先の企業様には、密に連絡を取って、日頃から挨拶周りをして、営業活動をしないと、いずれ受注がなくなってしまうのではないかと思いました。地道な信頼関係づくりが大切だと思います』



『うんうん、そうだよね、社長はいつもお得意先回りは何度も何度も丁寧にやっていたよ。それに、お得意先の飲み会とかゴルフとか、イベントは絶対参加させてもらうって言っていたよ。普段から密につながって、いつでも注文いただけるようにしておく必要があるって、日頃から信頼関係づくりをする必要があるって、社長が言っていたのを思い出したよ。
さて、ほかに意見はありますか？』

『はい、私からもよろしいでしょうか？うちの会社はお弁当を作る量が多いし、種類も多いので、たくさんの種類のおかずの食材の仕入れ業者さんとも、密に連絡を取って、日頃から挨拶周りをして、信頼関係づくりをする必要があると思います』
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『なるべく良い食材をなるべく良い値段で、今後も納品してもらえるように、日頃から、挨拶まわりをして、信頼関係づくりが必要だと思います。
同時に、いざというときに備えて、仕入先の新規開拓も必要だと思います』

『なるほど、たしかに、そうだよね。安くて美味しい高品質のお弁当がうちの強みだから、これがなくなってしまったら、うちはやっていけなくなってしまうから、仕入れ業者さんとの信頼関係づくり、大切だね。
さて、ほかに意見はありますか？』



『はい、僕からもよろしいでしょうか？僕は、よく社長と一緒に地元の金融機関さんに挨拶まわりをしたり、書類を届けたりしていました。そのおかげで、融資をしてもらえて、お金を貸してもらえるって、社長が言ってました』



『そこで、今後も色々な金融機関さんにあいさつ回りをさせてもらって、色々な書類を作ったり手続きをしたりして、融資をしてもらって会社を運営する必要があるので、日頃から信頼関係づくりをして、いざというときに助けてもらえるように、しっかりと応対する必要があると思います』
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『なるほど、そうだったんだ。そのあたり、僕も勉強しないといけないと思ったよ。一緒に取り組んでもらえると助かるよ。あと、税理士の先生にも相談させていただいて、進めていく必要がありそうだね。
さて、ほかに意見はありますか？』



『はい、私からもよろしいでしょうか？
私は法学部で勉強していたので、社長のお手伝いで、いろいろと法的な手続きを手伝っておりました』




『行政機関に提出する許認可関係の書類づくりとか、労働法規とか、社会保険の手続きとか、そのほか、いろいろと改正されていく法律をしっかりと勉強して対応しておくことや、株式会社なので株主総会などの手続も必要だと思います』



『なるほど、たしかにそうだよね。そのあたりで言うと、行政書士、司法書士、社会保険労務士、弁護士というそれぞれ専門家の先生とも連携させていただく必要があるよね』
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『みんな、色々な意見を出してくれて、ありがとう。
　よし、みんなの意見をリスト化して、役割分担して、なんとしても、この会社をこれからもずっと存続させていこう』



























＜参考＞
「世代交代を考えている・・・」
「会社を引き継ぐための準備をしたい・・・」
「今の内に人財育成をしておきたい・・・」
というよくあるご相談についての物語をマンガ形式でお伝えしました。
　色々な考え方があるところですので、一概には何とも言えませんが、あくまで一つの考え方として、意見交換のためのお題などにご活用いただけましたら幸いです（この物語は制作時点の情報に基づくものであり、法令改正・判例変更等の可能性がありますので最新情報をご確認ください）。
。
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